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DC/TMDに基づいた診断・治療の解説書として編集いたしました。
患者さんの説明にもご活用いただける図解重視の構成になっています。
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第　　　章

識る

年齢によってコップの
大きさも変わったりするよ。

プの
りするよ。

例えば、皆一人ひとり

コップの大きさは皆違うよ。
目に見えないから
気をつけなきゃいけないね。

これに、  □ ストレス
という原因を加えてみよう。
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どうして顎関節症になるのかな？
いろんな原因が考えられるんだ。

虫歯の原因は、
虫歯菌がいるからなの？

よいしょ

あ
ふ
れ
ち
ゃった
！

はい！

□ 歯ぎしり
□ 噛みしめ
□ 噛みあわせ
□ 上下の歯の接触癖
□ 解剖学的脆弱性※

□ ストレス









顎関節症の代表的な原因 例えば

これに、  □ ストレス
という原因を加えてみよう。

□□

よいしょ

接触癖
弱性※

代表的な原因 ば、皆一人ひとり

解剖学的
脆弱性
噛みあわせ

上下の歯の
接触癖

歯ぎしり
噛みしめ

？

毎日の生活で
このコップに色々なものが
入れられていくんだ。
ストレスとか、歯ぎしりの
癖とかね。

コップから
水があふれるように、
顎関節の耐力※が限界に
なって顎関節症として
発症してしまうんだ。

顎関節症

突然発症する
わけではなく、
原因もひとつでは
ありません。

顎関節症の原因

疾患概念疾患概念

※解剖学的脆弱性
個々が持つ、先天的または後天
的な構造上の脆さ、弱さ。

※耐力
耐久力。個々が持つ顎関節が耐
えうる力のこと。
耐力の値を超えたとき、顎関節
症として発症する。
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顎関節症の概念　第 1章 　

因
原
の
症
節
関
顎

Ⅳ . 顎関節症の原因

 1. 疾患概念
顎関節症は、単一の原因から起こるものではなく、複数の寄与因子によっ
て引き起こされるものと考えられています。図❶に顎関節症の発症モデルを
示します。このモデルは、生活習慣病の発症モデルを顎関節症に当てはめた
ものです。コップの大きさは個人の耐力を表しています。一人ひとりが大き
さの異なったコップを持っており、日常生活や成長の過程でコップの中に水
にたとえた寄与因子が入れられていきます。TCHや習癖※は、寄与因子の一
つにあたります。コップから寄与因子があふれると臨床的な痛みや器質的変
化が生じます。コップからあふれる寄与因子の量が多ければ、臨床症状が強
くなりますが、あふれた寄与因子は水のように自然に蒸発することもあれば
（自然治癒）、拭き取ることで症状が改善することもあります（対症療法）。
一方、習癖をコントロールするということは、コップに入る寄与因子を少な
くするわけですから、これは原因療法にあたります。
この疾患概念から、一つの寄与因子だけを解消したとしても、顎関節症は
治らないということがわかります。顎関節症の治療では、溢れた寄与因子を
拭き取り、更にコップを大きくするか、もしくはコップに入ってくる寄与因
子の量を少なくすることが重要です。

図❶ 顎関節症の発症モデル

では、この疾患概念を踏まえ、同一人物のコップと寄与因子の変化を見て
いきましょう。
図❷は、ある患者さんの耐力の変化を表しています。この患者さんは、仕
事上の非常に強いストレスによってコップから寄与因子があふれ、顎関節症
を発症しました。図❸の患者さんは、加齢によって、コップが小さくなり（ 耐
力が減り）顎関節症を発症しました。

図❷ コップの変化 図❸ 加齢による変化

解剖学的脆弱性
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未発症 未発症

未発症

未発症

ストレス

同じ人でも加齢により、
コップが小さくなる

同じ人でも
ストレスなどが増す
と限界を超える

ストレスストレス

発 症

発 症

習癖　（P.31 参照）

歯ぎしり
噛みしめ

現在 未来

※ ホワイトボード用マーカーが利用できます。
書込みを落とす際は、ホワイトボードクリーナーをご利用ください。
書いた部分に触れると、その部分が消えたり手や衣服が汚れる場合があります。
幼児が使用する場合は、保護者と一緒に使用してください。

コップの概念

顎関節の構造
側頭筋

内側翼突筋咬筋

外側翼突筋

下顎頭（関節頭）

下顎窩（関節窩）

下顎骨

側頭骨

関節隆起
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下顎窩
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ホワイトボード仕様のホワイトボード仕様の
患者説明シート付患者説明シート付
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